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七

障
害
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
、
当
事
者
視
点
に
立
っ
た
ケ
ア
の
充
実
の
た
め
の
生
産
性
向
上

障
害
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
都
道
府
県
は
、
管
内
市
町
村
と
連
携
し
つ
つ
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に
専
門
人
材
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、都
道
府
県
に
お
い
て
、

相
談
支
援
専
門
員
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
、
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
等
の
養
成
に
向
け
た
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
意
思
決
定
支
援
の
適
切
な
実
施
が
重

要
で
あ
り
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
相
談
支
援
事
業
者
等
に
対
す
る
「
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
係
る
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
付
け
障
発
〇
三
三

一
第
十
五
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長
通
知
別
添
。
以
下
「
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と
い
う
。）の
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
相
談
支
援
専
門
員
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
及
び
児
童
発

達
支
援
管
理
責
任
者
に
対
す
る
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
活
用
し
た
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
。
障
害
当
事
者
が
研
修
講
師
と
し
て
参
画
し
た
り
、
研
修
内
容
の
企
画
に
関
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
等
も
考
え

ら
れ
る
。

加
え
て
、
各
事
業
所
に
お
け
る
当
事
者
視
点
に
立
っ
た
ケ
ア
の
充
実
の
た
め
の
生
産
性
向
上
の
取
組
を
推
進
す

る
た
め
、「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
二
〇
二
五
年
改
訂
版
」（
令
和
七
年
六
月
十
三

日
閣
議
決
定
）
及
び
「
省
力
化
投
資
促
進
プ
ラ
ン

障
害
福
祉

」（
令
和
七
年
六
月
十
三
日
厚
生
労
働
省
）
を
踏

ま
え
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
は
人
材
確
保
や
生
産
性
向
上
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、
当
事
者
視
点
に
立
っ
た
ケ
ア
の
充
実
の
た
め
の
生
産
性
向
上
や

こ
れ
を
通
じ
た
職
場
環
境
改
善
及
び
経
営
改
善
支
援
に
向
け
た
関
係
者
の
連
携
を
図
る
協
議
会
を
設
置
し
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

八

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
に
係
る
体
制
の
構
築

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
事
業
者
が
参
入
し
て
い
る
中
、
改
め
て
障
害
者
総

合
支
援
法
の
基
本
理
念
を
念
頭
に
、そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
、利
用
者
が
真
に
必
要
と
す
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
職
員
は
、
障
害
者
総
合
支

援
法
の
具
体
的
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
取
組
を
行
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
を
把
握
し
、
障
害

者
等
が
真
に
必
要
と
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
提
供
で
き
て
い
る
の
か
検
証
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
審
査
支
払
等
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
、
請
求
の
過
誤
を
無
く
す
た
め
の
取
組
や
適

正
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
利
用
者
が
真
に
必
要
と
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
て
い
く
た

め
、
令
和
十
一
年
度
末
ま
で
に
、
別
表
第
一
の
十
三
に
掲
げ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
取
組
に
関
す
る
事
項
を
実
施
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

ま
た
、
利
用
者
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
や
、
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
情
報
公
表
制
度
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
七
十
六
条
の
三
の

規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
等
が
事
業
所
の
報
告
内
容
を
公
表
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
、

各
事
業
所
の
情
報
が
適
切
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
各
都
道
府
県
、
政
令
市
又
は
中
核

市
に
お
け
る
管
内
事
業
所
の
情
報
の
公
表
率
及
び
更
新
率
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

第
三

計
画
の
作
成
に
関
す
る
事
項

一

計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
事
項

１

作
成
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
基
本
的
事
項

第
一
の
一
の
基
本
的
理
念
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
第
二
に
定
め
る
成
果
目
標
の
達
成
に
向
け
て
実
効
性
の

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
点
に
配
慮
し
て
作
成
を
進
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

障
害
者
等
の
参
加

障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

る
ほ
か
、
多
様
な
状
況
に
あ
る
障
害
者
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
社
会
の
理
解
の
促
進

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
設
置
等
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
及
び
障
害
者
等
に
対
す
る

地
域
社
会
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
協
議
会
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
障
害
者
等
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
、
企
業
等
の
参
加
を
幅
広
く
求
め
る
ほ
か
、
啓
発
・
広
報
活
動

を
積
極
的
に
進
め
る
。

総
合
的
な
取
組

障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児
童
福
祉
法
の
基
本
理
念
を
踏
ま

え
、
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
並
び
に
障
害
児
支
援
に
つ
い
て
保
健
、
医
療
、
介
護
、
児
童

福
祉
、
教
育
、
文
化
芸
術
、
雇
用
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
総
合
的
に
取
り
組
む
も
の
と
な
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

２

計
画
の
作
成
の
た
め
の
体
制
の
整
備

障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
等
を
は
じ
め
幅
広
い
関
係
者
の
参
加
を
求
め
て
意
見
の

集
約
の
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、

市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
関
係
部
局
相
互
間
の
連
携
、

市
町
村
、
都
道

府
県
相
互
間
の
連
携
を
図
る
た
め
の
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

作
成
委
員
会
等
の
開
催

障
害
福
祉
計
画
等
を
地
域
の
実
情
に
即
し
た
実
効
性
の
あ
る
内
容
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
障
害
者
等
を
は
じ
め
、
事
業
者
、
雇
用
、
保
健
、
介
護
、
児
童
福
祉
、
教
育
、
医
療
等
の
幅
広

い
関
係
者
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
幅
広
い
分
野
の
関
係
者
か
ら

構
成
さ
れ
る
障
害
福
祉
計
画
等
作
成
委
員
会
（
以
下
「
作
成
委
員
会
」
と
い
う
。）等
意
見
集
約
の
場
を
設
け

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
障
害
者
総
合
支
援
法
第
八
十
八
条
第
九
項
及
び
第
八
十
九

条
第
八
項
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
二
十
第
九
項
及
び
第
三
十
三
条
の
二
十
二
第
七
項
に
お
い
て

は
、
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
意
見
を
聴
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法
第
八
十
八
条
第
十

項
及
び
第
八
十
九
条
第
九
項
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
の
二
十
第
十
項
及
び
第
三
十
三
条
の
二
十
二

第
八
項
に
お
い
て
は
、
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第

四
項
の
合
議
制
の
機
関
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
該
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
関
係
部
局
相
互
間
の
連
携

障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
保
険
担
当
部
局
、
子
育
て
支
援
や
母
子
保
健
等
の
児
童

福
祉
担
当
部
局
、
労
働
担
当
部
局
、
保
健
医
療
担
当
部
局
、
地
域
振
興
担
当
部
局
、
住
宅
政
策
担
当
部
局
、

デ
ジ
タ
ル
担
当
部
局
、
情
報
通
信
担
当
部
局
、
文
化
行
政
担
当
部
局
等
の
関
係
部
局
及
び
教
育
委
員
会
等
の

教
育
担
当
部
局
並
び
に
都
道
府
県
労
働
局
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
作
業
に
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
、

協
力
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

市
町
村
と
都
道
府
県
と
の
間
の
連
携

市
町
村
は
、
住
民
に
最
も
身
近
な
基
礎
的
な
自
治
体
と
し
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
（
都
道
府
県
の
地

域
生
活
支
援
事
業
に
係
る
部
分
を
除
く
。）並
び
に
障
害
児
通
所
支
援
及
び
障
害
児
相
談
支
援
の
実
施
に
関
し

て
、
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
障
害
児
入
所
支
援
の
実
施
に
関
し
て
、
一
義
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
っ
て
、
都
道
府
県
は
、
市
町
村
の
方
針
を
尊
重
し
つ
つ
、
市
町
村
の
行
う
事
業
が
適
正
か
つ
円
滑
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
並
び

に
障
害
児
通
所
支
援
及
び
障
害
児
入
所
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
福
祉
施
設
の
整
備
等
に
関
し
て
は
、
広
域

的
調
整
を
図
る
役
割
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
障
害
福
祉
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
と
都
道
府
県
と
の
間
で
密
接
な
連
携
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
市
町
村
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
広
域
的
調
整
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
都
道

府
県
と
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
並
び
に
障
害
児
通
所
支
援
及
び
障
害
児
入
所
支
援
の
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
都

道
府
県
と
し
て
の
基
本
的
考
え
方
を
示
す
と
と
も
に
、
圏
域
を
単
位
と
し
て
広
域
的
な
調
整
を
進
め
る
た
め

に
、
関
係
市
町
村
と
の
協
議
の
場
を
設
け
る
等
、
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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